
　

異
形
台
付
土
器
と
は
不
思
議
な
形
を
し
た
台
付
の
土
器
と
い

う
程
度
の
名
称
で
、用
途
は
不
明
で
あ
る
。円
孔
が
向
か
い
合
っ

て
二
つ
開
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
西
村
広
経
氏
の
研
究

に
よ
る
と
約
六
五
〇
点
が
、
縄
文
時
代
後
期
中
葉
〜
後
葉
の
東

関
東
地
方
を
中
心
に
分
布
す
る
。
一
時
は
東
北
・
北
海
道
ま
で

分
布
を
広
げ
る
が
、
再
び
東
関
東
に
収
斂
し
て
い
く
。
こ
の
時

期
の
大
き
な
遺
跡
で
は
珍
し
く
は
な
い
が
、
鍋
の
よ
う
に
日
常

的
に
使
う
土
器
と
比
べ
る
と
遥
に
数
は
少
な
い
。
広
い
範
囲
で

共
通
の
儀
礼
具
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
お
膝
元
、

千
葉
県
佐
倉
市
の
国
史
跡
井
野
長
割
遺
跡
か
ら
一
九
七
三
年
に

出
土
し
た
も
の
で
、常
設
展
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
点
（
写
真
）

は
同
じ
竪
穴
住
居
跡
の
床
面
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
時
期
の
異

形
台
付
土
器
に
は
竪
穴
の
床
面
か
ら
二
個
セ
ッ
ト
で
出
土
す
る

例
が
、
千
葉
市
加
曽
利
貝
塚
、
東
京
都
町
田
市
鶴
川
遺
跡
群
に

も
あ
る
。
大
事
な
の
は
、
こ
れ
ら
三
組
（
図
）
と
も
に
、
大
き
さ
や
文
様
で

あ
え
て
対
照
的
な
も
の
同

士
が
選
ば
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

井
野
長
割
例
の
形
状
を

見
る
と
、
Ａ
は
、
側
面
の

先
端
が
瘤
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
Ｂ
は

尖
っ
て
い
る
。
中
段
の
文

様
は
、Ａ
は
上
か
ら
無
文
・

縄
文
・
無
文
と
な
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
Ｂ
は
、
縄

文
・
無
文
・
縄
文
で
あ
る
。

Ａ
の
下
段
の
縄
文
の
輪
郭

線
の
交
点
に
は
円
形
刺
突

が
あ
る
。
ま
た
、
単
に
焼

成
時
の
偶
然
か
も
し
れ
な

い
が
、
Ａ
は
半
分
以
上
が

黒
ず
ん
で
お
り
、
Ｂ
は

ベ
ー
ジ
ュ
色
で
あ
る
。

　

続
い
て
加
曽
利
例
を
見
て
み
よ
う
。
上
段
・
下
段
の
縄
文
の
向
き
が
ａ
が

右
下
が
り
、
ｂ
が
左
下
が
り
。
最
上
端
・
最
下
端
を
見
る
と
ａ
は
無
文
部
分

が
巡
る
の
に
対
し
、
ｂ
は
そ
れ
が
無
い
。
孔
を
縁
取
る
文
様
は
ａ
は
刺
突
、

ｂ
は
縄
文
。
中
段
の
文
様
は
、
ａ
は
縦
方
向
に
連
続
し
て
描
く
の
に
対
し
、

ｂ
は
横
方
向
で
あ
る
。
ａ
は
中
段
の
上
下
に
刺
突
列
を
巡
ら
せ
る
が
、
ｂ
に

は
無
い
。
鶴
川
例
に
つ
い
て
は
『
町
田
市
立
博
物
館
収
蔵
考
古
資
料
目
録
』

で
、
Ｘ
は
中
段
の
文
様
の
交
点
が
凹
ん
で
い
る
の
対
し
、
Ｙ
は
出
っ
張
っ
て

い
る
こ
と
、
下
段
の
文
様
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
三
組
の
対
照
性
は
偶
然
と
は
思
え
な
い
。
実
は
、
そ
の
よ
う
な
眼

で
探
す
と
意
図
的
に
対
照
的
な
器
物
を
配
置
す
る
例
は
少
な
く
無
い
。
前
期

後
半
に
は
大
：
小
、
赤
：
黒
、
有
文
：
無
文
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
置
き
方

（
正
位
：
逆
位
）
も
対
照
的
な
浅
鉢
の
出
土
例
が
あ
る
（
岐
阜
県
高
山
市
糠
塚

遺
跡
）。
中
期
末
〜
後
期
初
頭
に
は
、石
棒
を
二
本
ま
た
は
四
本
床
面
に
配
置

す
る
際
に
、
石
材
の
違
う
＝
色
味
の
違
う
も
の
を
配
置
す
る
（
東
京
都
国
立

市
緑
川
東
遺
跡
、横
浜
市
松
風
台
遺
跡
な
ど
）。
対
照
的
な
形
状
に
す
る
た
め

に
そ
の
場
で
不
要
部
分
を
打
ち
割
る
場
合
も
あ
る
。

　

本
例
は
、
こ
う
し
た
縄
文
人
の
複
雑
な
思
考
を
伝
え
る
興
味
深
い
資
料
な

の
で
あ
る
。 
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